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【手続補正書】
【提出日】平成20年2月15日(2008.2.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　出生後ヒト被験者に由来する生殖細胞系幹細胞培養物を製造する方法であって、該方法
は：
　出生後被験者から生殖細胞サンプルを採取する工程、
　前記生殖細胞サンプルからｃ－ｋｉｔネガティブ且つα６インテグリンポジティブであ
る細胞を単離する工程、
　単離されたｃ－ｋｉｔネガティブ且つα６インテグリンポジティブの細胞を、５－アザ
－２’－デオキシシチジン、ヒストンデアセチラーゼインヒビター、ｎ－酪酸、トリコス
タチンＡ、細胞全体抽出物、細胞質体抽出物および核質抽出物からなる群から選択される
刺激因子を含有する培地で、生育および増殖に有効な条件下で培養することにより、生殖
細胞系幹細胞培養物を製造する工程
を包含し、
　該生殖細胞系幹細胞培養物は自己再生およびさらに分化決定された細胞系列へと分化す
る能力を有する、前記方法。
【請求項２】
　幹細胞培養物中の単離されたｃ－ｋｉｔネガティブ且つα６インテグリンポジティブの
細胞が、Ｏｃｔ－４およびＲＥＸ１からなる群から選択される少なくとも一つの多能性幹
細胞マーカーをさらに発現する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記培養工程が、前記単離されたｃ－ｋｉｔネガティブ且つα６インテグリンポジティ
ブの細胞を、該単離されたｃ－ｋｉｔネガティブ且つα６インテグリンポジティブの細胞
の発達と前記多能性幹細胞マーカーの発現を誘導する刺激因子を含有する培地と接触させ
る工程を包含する、請求項２に記載の方法。



(2) JP 2008-501795 A5 2008.4.3

【請求項４】
　前記生殖細胞が精巣細胞または卵巣細胞である、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記細胞全体抽出物、細胞質体抽出物または核質抽出物が、胚性幹細胞、胎児性幹細胞
、成体多能性前駆細胞および始原性細胞からなる群から選択される幹細胞から単離される
、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　請求項１に記載の方法に従って作製された幹細胞培養物。
【請求項７】
　単離された、実質的に純粋な、幹細胞の培養物であって、該培養物は：
少なくとも一つの多能性幹細胞マーカーを発現するｃ－ｋｉｔネガティブ且つα６インテ
グリンポジティブの細胞を含み、該幹細胞培養物は自己再生およびさらに分化決定された
細胞系列へ分化する能力を有する、前記培養物。
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